
食べ物を無駄にしないためにも 

できることから始めましょう 

食品ロスを減らすためにできること 

令和８年度 我孫子市立湖北中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

給食だより

お米は日本人にとって主食であり、古来から神事や祭事において 

中心となる重要な作物でした。しかし、1人当たりの年間消費量は 1962(昭和 37)年度

の 118.3㎏をピークに 2023(令和 5)年度は 50.3㎏まで減少しています。さらに米価格

の不安定さも社会に大きな影響を及ぼしています。もうすぐ新米の時期。お米の大切

さや良さをあらためて見直してみましょう。 

 

10月 16日は「世界食料デー(World Food Day)」。 

国連が制定した、世界の食料問題について考える日です。

世界では、すべての人が十分に食べられるだけの食料が生

産されているにもかかわらず、飢餓の問題はまだ解決され

ていません。さらに近年の紛争や異常気象、経済の悪化な

どで世界では 6億 7,300 万人（2024年）が飢餓に直面して

いるそうです。 

一方、まだ食べられるのに捨てられてしまう食べ物のこ

とを「食品ロス」といいますが、日本ではこの食品ロス

が、2023(令和 5)年度で年間 464万トンと推定されていま

す。1人当たりにすると 1日約 102g、1年で約 37kgにもな

るそうです。 

この機会に、私たちが毎日食べているものはどこから来

ているのかについてよく知り、自分たちが食べ物をむだに

しないためにどうするべきかを考えてみませんか。 

目によい食べ物を 

食べましょう 

 
 10 月 10 日は「目の愛護デー」です。目が

疲れると頭痛や肩こりなどの症状を招くこと

があります。遠くを見るなどして目を休ませ

るほか、日頃から栄養バランスのよい食事を

とり、疲れ目に効果的な食べ物を積極的に食

べるようにしましょう。 

期限表示を理解する 
残さず食べる 

主食にはお米のご飯のほか、小麦などから作られるパンやめんもあります。主食

となる食べ物に多く含まれている炭水化物（糖質）は、体や脳を動かすエネルギー

源で、子どもたちにとっては体が成長するために欠かせません。 

主食としてのご飯には次のような良さがあります。 
必要な分だけ購入 

して食べ切る 

季節が進み、  

 朝晩には涼しい日も増えてきました。  

とった昆布だしのうま味が 


